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２００８年度同窓会総会・懇親会開催
２００８年度日本福祉大学中央福祉専門学校同窓会総会及び懇親会を、以下のとおり開催いたします。みな様
お誘い合わせてご出席下さい。総会の議事につきましては、2ページに掲載しておりますので、ご覧くださ
い。
同窓会では、会員相互の交流と親睦を図るため、様々な企画を検討しております。皆様より積極的なご意

見をお寄せいただきますようお願いいたします。
■日時 ２００８年９月６日（土）
■受付開始 １５：００～
■総会開始 １５：３０～
■懇親会 １６：００～
■会場 日本福祉大学中央福祉専門学校

〒460-0012
名古屋市中区千代田 3－27－11

■懇親会費 無料
◎愛知県、三重県、静岡県、岐阜県以外の都道府県から
総会・懇親会に参加される会員には、交通費として
5,000 円を補助いたします。
◎在校生の方も懇親会にぜひご参加下さい

当日は様々な職場で働く同窓生が参加します。
就職相談も行いますので、在校生の方もぜひご参加下さい
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鶴 舞 通 信

第３４号

２００８年（平成２０年）
８月１日（金）

発 行 所
日本福祉大学中央福祉専門学校同窓会

事 務 局
名古屋市中区千代田３－２７－１１
TEL ０５２－３３９－０２００
FAX ０５２－３３９－０２０１

E-mail : chuo@ml.n-fukushi.ac.jp

〈会場案内図〉

出欠のご連絡を同封のハガキで８月２２日（金）までにご返信ください。

なお、ご欠席の方は、ハガキの委任状欄をご記入の上ご返信ください。
●総会は、委任状を含め会員の１割以上で成立となりますので、ご協力をお願いし
ます。
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● ● ● 同窓会だより ● ● ●

２００８年度日本福祉大学中央福祉専門学校同窓会総会議案書
（第１号議案） （第２号議案）

２００７年度収支決算及び事業報告 ２００８年度収支予算及び事業計画

［収入の部］ ［収入の部］

細目 ２００７年度予算２００７年度決算 事業内容 細目 ２００８年度予算 事業内容

前年度繰越金 ５，８２９，０１７ ５，８２９，０１７ 前年度繰越金 ６，３４１，９６１

今年度収入 １，９３０，８００ １，８９３，６４７ 今年度収入 １，４６８，０００

会費収入
CCS助成金
総会参加費

１，７００，０００
２００，０００
３０，０００

１，６４０，０００
２００，０００
４６，０００

１０，０００円×１６４名（うち通信３名） 会費収入
CCS助成金
総会参加費

１，２３０，０００
２００，０００
３０，０００

１０，０００円×１２３名

１，０００×３０名

預金利息 ８００ ７，６４７ 預金利息 ８，０００

合計 ７，７５９，８１７ ７，７２２，６６４ 合計 ７，８０９，９６１

［支出の部］ ［支出の部］

細目 ２００７年度予算２００７年度決算 事業内容 細目 ２００８年度予算 事業内容

会報発行事業
印刷・発送費
郵送費
取材費

１，０５０，０００
４００，０００
６３０，０００
２０，０００

１，０１９，３９０
４４３，３１０
５７６，０８０

０

３２，３３号発行
印刷代・発送委託料
郵送料
会報取材費

会報発行事業
印刷・発送費
郵送費
取材費

１，０６０，０００
４５０，０００
６００，０００
１０，０００

３４，３５号発行
印刷代・発送委託料（総会出欠葉書印刷代含む）
郵送料
会報取材費

総会開催費
懇親会等
事務連絡費
総会参加交通費補助

２７５，０００
２００，０００
５０，０００
２５，０００

１０２，９０４
９２，９０４

０
１０，０００

２００７年９月１日（土）開催
同日懇親会開催
はがき印刷（同窓会報印刷に含む）
５，０００円×２名

総会開催費
懇親会等
事務連絡費
総会参加交通費補助

１９５，０００
１５０，０００
２０，０００
２５，０００

２００８年９月６日（土）開催
同日懇親会開催
総会出欠用返信はがき代金
５０００円×５名

会員名簿作成事業
印刷費
郵送費

０
０
０

０
０
０

作成予定なし 会員名簿作成事業
印刷費
郵送費

０
０
０

作成予定なし

研究奨励事業
奨励金・旅費
論文印刷費

１５０，０００
１００，０００
５０，０００

４９，３３８
２８，３３８
２１，０００

研究奨励論文発表者（家田氏１件）旅費
１００部印刷

研究奨励事業
奨励金・旅費
論文印刷費

１００，０００
５０，０００
５０，０００

研究奨励論文発表者旅費
１００部印刷

ホームページ運営事業
ホームページ設計費

３００，０００
３００，０００

０
０ 学園事業として実施

ホームページ運営事業
ホームページ管理費

０
０ 学園事業として実施

同窓会員交流費
交流援助金

２００，０００
２００，０００ 同期会、地域交流会経費援助

同窓会員交流費
交流援助金

２００，０００
２００，０００

１００，０００
１００，０００ 同期会、地域交流会経費補助３件

同窓会準会員援助事業
研修事業補助

６３０，０００
１００，０００ 研修事業補助

奨学援助金介護２名×１５０，０００円

同窓会準会員援助事業
研修事業補助

３５０，０００
１００，０００

１３，７７０
１３，７７０研修事業補助

高浜安立荘見学（４名参加）

奨学援助金
卒業式記念品

３５０，０００
１８０，０００

夜間１名×１００，０００円 介護１名×１５，０００円
３年間分

奨学援助金 ２５０，０００ ０ 奨学援助金（対象者なし）

幹事会経費
懇親会
事務費
交通費

２３０，０００
６０，０００
２０，０００
１５０，０００

９２，５５０
５３，５５０

０
３９，０００

幹事会４回開催
幹事会懇親会
開催案内通知郵送代等
距離に応じ定額支給４回開催

幹事会経費
懇親会
事務費
交通費

２１５，０００
１００，０００
１５，０００
１００，０００

幹事会４回開催
幹事会懇親会
開催案内通知郵送代等
距離に応じ定額支給 ４回開催

事務経費
事務用品費
封筒等印刷費
郵送料・手数料
雑費

１２５，０００
１０，０００
１００，０００
５，０００
１０，０００

２，７５１
３３６
０

２，４１５
０

消耗品等

振り込み料等

事務経費
事務用品費
封筒等印刷費
郵送料・手数料
雑費

３０，０００
１０，０００
１０，０００
５，０００
５，０００

消耗品等

振り込み料等

今年度支出 ２，６８０，０００ １，３８０，７０３ 今年度支出 ２，４３０，０００
次年度繰越金 ５，０７９，８１７ ６，３４１，９６１ 次年度繰越金 ５，３７９，９６１
合計 ７，７５９，８１７ ７，７７２，６６４ 合計 ７，８０９，９６１

〈2008 年 9 月 6 日（土）開催〉
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２００８年度 専任教員体制

＊新任教員のお知らせ
２００９年４月に言語聴覚士科を開設するため、２００８年度４月１日付で、大岡治恵先生が新た
に赴任しました。

２００９年４月言語聴覚士科開設予定

２００９年４月、従来の介護福祉士科と社会福祉士科に加え、言語
聴覚士科を日本福祉大学中央福祉専門学校に開設する予定です。
この言語聴覚士科は、名古屋文化学園の言語聴覚士養成課程を

事業継承するもので、名古屋文化学園の教員や実習施設等の教育
資源を引き継ぎ開設されます。
大学ではすでに理学療法学専攻及び作業療法学専攻が開設され

ており、学園全体としてとして医療分野の人材養成を本格的に開
始することになります。
すでにパンフレットも出来上がっており、別掲のとおり説明会

を開催する予定ですので、既設学科ともどもお知り合いの方をご
紹介していただければ幸いです。

説明会開催日程（１３：３０～予約不要）
（既設学科の説明会も同日程で開催）
■８月９日（土） ■９月２０日（土）
■１０月１１日（土） ■１１月１５日（土）
■１月１０日（土） ■２月１４日（土）
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TEL 052（339）0200 http／／www．n‐fukushi．ac．jp／chuo／

校 長 鬼頭 大一

校長補佐 長岩 嘉文

言語聴覚士科開設準備委員 大岡 治恵

介護福祉士科 社会福祉士科夜間課程 社会福祉士科通信課程

学科長 川嶋 玲子
専任教員 小川 邦江
〃 榊原 牧子
〃 高木 直美
〃 彦坂 亮
〃 森 由香子

学科長 永井 淑子
〃 繁澤正彦
〃 渡辺 哲雄

学科長 長岩 嘉文

言語聴覚士科の概要
●昼間２年課程
●４年生大学卒業者対象
●卒業後言語聴覚士国家試験受験
資格取得

●卒業後の進路
病院・老人保健施設・リハビリ
テーションセンター・小児療育
センター・子ども発達センター・
難聴幼児通園施設・肢体不自由
児通園施設等
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第１９回社会福祉士国家試験結果（現役合格者）

��������	
��
はじめまして。

介護福祉士科の彦坂亮です。本校に勤務し 4年目を迎えました。

主に介護福祉士科で社会福祉系の科目を担当しております。

福祉の専門学校で教員の職に就いてから 9年経ちますが、常に分

かりやすい授業を提供することを心がけています。毎回昨年までの

授業案を改良しては臨むということを繰り返していますが、この道

は大変険しいと思い知らされる毎日です。

一方私生活においては、2年前に双子が産まれ、それまで趣味で

あったスキーやボウリング、旅行、中日ドラゴンズの応援はすっか

り影を潜め、NHK教育「いないいないばぁ！」等を観て子どもと

歌うことが毎朝の日課になっています。

これからは、育児から学ぶことも福祉専門職の教育に生かしていきたいと思います。

彦坂 亮
介護福祉士科専任教員

同窓会の皆様、はじめまして。今年の４月より、言語聴覚士科の

開設準備委員として中央福祉専門学校に着任しております。言語聴

覚士とは、コミュニケーションに困難を抱える方に支援を行う、リ

ハビリテーションの専門職のひとつです。お子さんから高齢者の

方々まで、ことばを話すこと、聴こえ、声の質、食べることなど、

その対象は多岐にわたります。私自身は病院での臨床、専修学校で

の学生指導、発達障害に関する臨床研究など、かれこれ２０年近くこ

の仕事に携わってきました。声によることば以外にあらゆる手段を

使って「意思を伝達する」スキルを教えることも重要ですが、コミュ

ニケーションをとっている「場を共有する」ことの大切さ、コミュ

ニケーションがとりにくいもどかしさに「共感する」ことの大切さ

を、学生たちに伝えていければと思っています。

趣味はGardening と Hard Rock です。どうぞ、これからよろしくお願い致します。

大岡 治恵
言語聴覚士科開設準備委員

受験者数 合格者数 合格率 学科 受験者数 合格者数 合格率（昨年度）

４５，０２２ １２，３４５ ２７．４％ 夜間課程 ５９ ５２ ８８．１％（８６．６％）

＊今年度も昨年度に続き高い合格
率を達成しました。

通信課程 ２３２ １４６ ６２．９％（６１．５％）

合計 ２９１ １９８ ６８．０％（６９．１％）

��������
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同期同窓会開催しました

～２０００年度卒業社会福祉士科夜間課程Ｂクラス～

■２００７年１２月１日
■名古屋市丸の内
２０００年に日本福祉大学中央福祉専門学校を卒業して７年が過ぎた。第１３回社会福祉士国家試
験に合格するため、こんなに勉強をしたのは初めてだと感じた１年を過ごした時から、もう７
年が過ぎたのだ。正直言って信じられない気がする。あんなに充実した１年を過ごしたのが７
年前なんて。。。
私は、福祉を取り巻く環境に右往左往されながらもなんとか福祉の世界で仕事をしている。
一緒に仕事をしていた人が少しずつ、この世界から去っていく中、あの時の仲間たちはどうし
ているだろうという思いが今回の同窓会のきっかけとなった。

短い時間だったが、またみんなに会うことができてよかったと同窓会を終えて思う。あの
時と変わらぬ同窓生の姿を見ることができたことに安心したからだ。同窓生といっても年齢は
バラバラである。しかし、同じ目標を持って頑張った仲間の間では年齢は関係ない。現在も頑
張って仕事をしている姿にとても勇気づけられた。
同窓会を終えて帰っていくみんなを見て、いつまでも変わらずこの世界で頑張ろう。そして

また、愚痴を聞いてもらったり悩みを語り合いと思った。
最後に参加してくれたみんなありがとう。また、同窓会やりましょう。

２０００年度社会福祉士科夜間課程Ｂクラス卒業生：長谷川 安伸

同窓会研修会を実施しました ～高浜安立荘昭和横丁など見学～

見学ツアーに参加して

同窓会幹事 鈴木 尚美
私が某相談機関に就職したのは介護保険施行の
年で、キーワードは利用者本位でした。今回研修
で高浜市を訪問しその理念が根付いていることに
新鮮な驚きを感じました。
いきいき広場のことは知っていましたが、実際

にその場で見ると何がどう機能するのかを具体的
に感じることができました。私の職場にはつい最
近も役所で紹介されたと高齢の母親から兄弟が仲
違いするから困ると相談がありました。普通の人
は自分の窮状を順序立てて説明することに慣れて
いません。実情は障害のある兄弟を家族の中で支えるのが限界だったのです。申請主義なので
また役所を紹介するしかありません。
高浜ではその場ですべてが揃っているので相談者の行き場がないとか、窓口で聞取りを放棄
するという事態は起こりません。連携することで個人の能力を補強し均質なサービスを恒常的
に提供するシステムが機能していました。高浜だからできる事と考えるのは容易ですが、せっ
かく見学させてもらったのだから今回の驚きを忘れずに自身の仕事をする際にもできる限りス
ムーズに関係機関につなぐことを心がけたいと思いました。
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高浜安立荘では厳しい介護現場のはずなのにあ
わただしさを感じさせないのはすごい技術だと感
じました。経験の積重ねと新しい取り組みへの意
欲や細やかな工夫が随所に感じられ介護に誇りを
持っていることがよくわかりました。空疎に思え
る丁寧な言葉かけではなく、生活の流れとして一
緒に過ごすというようなさりげなさは入所者も職
員も人として大事にされているのがわかります。
海が借景でリゾート地のような開放感があり個人
的には入所するならこんな所と思いました。
日常の枠から一歩出て違う生活空間を見る事が
できる見学ツアーは出会いや発見もありリフレッシュの機会でもあります。次回はぜひ多数ご
参加ください

地域、学年別の同窓生の自主的な集まり、交流会を応援します！

■援助対象 ： 同期ごと、地域ごとの同窓会員の懇親会等
■援助額 ： １０名程度の懇親会等 ： ２０，０００円

２０名程度又はそれ以上 ： ４０，０００円
※申請順に受け付けます。申請数が予算を超過した場合、その時点で打ち切ります。
※手続き ： 同窓会事務局にお問い合わせ下さい。

同窓会報に掲載するため、懇親会等の写真と４００字程度の記事を作成していただ
きます。なお、申請書には同窓会ホームページからダウンロードできます。

２００８年度研究奨励論文の募集について

以下のとおり、研究奨励論文の募集を行います。ぜひ、研究を始めるきっかけとして応募い
ただき、その成果を発表してください。また、日頃の研究成果もこれを機会に発表をお願いし
ます。

【応募手続き】
■希望者は事務局まで申込用紙を請求し、９月１日までに提出してください。
申込用紙はホームページからもダウンロードできます。

■同窓会総会で対象者を発表し、本人に通知いたします。
■論文のは、２００９年３月末日までに提出してください。
■研究論文は、２００９年９月に「研究論文集」として刊行し、総会で発表の機会を設けます。
＊詳細については、同窓会事務局まで、お問い合わせ下さい。Ｅメールで問い合わせていただいても結構です。

クラス会ご案内（９２年４月介護福祉士科入学Ａクラス）

１９９２年４月に介護福祉士科に入学されたＡクラスの皆さん、９月６日（土）にクラス会を企
画したいと思います。参加を希望される方は、以下のアドレスに氏名・住所をお知らせくださ
い。後日詳細をお知らせします。
◎tailor‐boss＿０８３０＠ezweb．ne．jp 倉橋まで

個人の部 団体の部

① 奨励金 ２０，０００円（３件）
② 対象 同窓会会員
③ 原稿用紙５枚以上

④ 奨励金 ５０，０００円
⑤ 対象 同窓会会員
⑥ 原稿用紙１０枚以上

高浜いきいき広場
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